
大
塚
小
学
校
P
TA
だ
よ
り

大
塚
小
学
校
P
TA
だ
よ
り
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六
年
生
を
四
月
か
ら
担
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
運
動
会
や
修
学
旅
行
な
ど
六

年
生
の
が
ん
ば
り
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

た
年
で
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
が
ん
ば

り
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
委
員
会
活

動
で
す
。

　

ど
の
委
員
会
も
、
委
員
長
が
中
心
に

な
り
な
が
ら
も
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
も

積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
支
え
合

い
が
で
き
て
い
て
、
よ
り
よ
い
活
動
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
心
の
一

人
だ
け
が
が
ん
ば
る
取
り
組
み
に
は
な

い
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

一
緒
に
過
ご
し
た
一
年
間
は
、
楽
し

か
っ
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
し
て

と
て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
と
は
違
う
世
界

に
旅
立
ち
ま
す
。
遠
慮
せ
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
思
い
切
っ
て
活
動
で
き
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

六年生担任　
　髙橋　利幸
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　希望を持って…希望を持って…
　　　　　　　　将来将来のの夢夢

飯澤菜帆花
　
私
の
将
来
の
夢
は
、
お
花
屋
さ
ん
で

た
く
さ
ん
の
人
に
き
れ
い
な
花
を
届
け

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
花
の
種

類
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。

金子琳太朗
　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
野
球
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
理
由
は
、
プ
ロ
の
野
球
選
手
に
あ

こ
が
れ
て
い
る
し
、
自
分
も
野
球
を
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

大山　　凜
　

私
の
将
来
の
夢
は
、
保
育
士
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
私
は
元
々
小
さ
い
子
が

好
き
で
、
お
世
話
も
し
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
も
っ
と
近
く
な
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

渡部　心夢
　
私
の
将
来
の
夢
は
設
計
士
に
な
る
こ

と
で
す
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
な
所
で
設

計
士
を
見
て
、
楽
し
そ
う
だ
し
、
か
っ

こ
い
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
図
の

勉
強
な
ど
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

寒河江海李
　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
み
ん
な
に

知
ら
れ
る
、
き
お
く
に
残
る
よ
う
な
試

合
を
た
く
さ
ん
や
り
た
い
で
す
。

菊地　　駆
　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
ゲ
ー
ム
ク
リ

エ
イ
タ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
世
界
中

の
人
か
ら
面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ゲ
ー
ム
を
作
り
た
い
で
す
。

後藤　亜子
　
私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な
る

こ
と
で
す
。
理
由
は
、
病
気
の
人
が
笑

顔
で
帰
れ
る
よ
う
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
だ
れ
か
の
た
め
に
仕
事
を
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

須貝　羽琉
　
将
来
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
す
。

な
ぜ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
か
と

い
う
と
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
大
人
に

な
っ
て
も
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
た
い
か
ら

で
す
。

須貝　舞花
　
私
の
将
来
の
夢
は
、
ダ
ン
ス
の
先
生

で
す
。
ダ
ン
ス
の
先
生
に
な
っ
て
、
通

っ
て
い
る
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
先
生
み

た
い
に
輝
い
て
い
る
先
生
に
な
り
た
い

で
す
。

飯澤　聖翔
　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
農
業
関
係
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

る
こ
と
で
す
。
理
由
は
父
さ
ん
の
よ
う

な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
た
い
し
、
好

き
な
サ
ッ
カ
ー
を
仕
事
に
し
た
い
か
ら

で
す
。

青木　湊音
　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
選

手
に
な
る
こ
と
で
す
。
上
手
い
サ
ッ
カ

ー
選
手
に
な
っ
て
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
に
入
っ
て
、
デ
イ
フ
ェ
ン
ダ
ー
と
し

て
、
１
シ
ー
ズ
ン
ず
っ
と
無
失
点
を
目

指
し
た
い
で
す
。

遠藤　悠月
　
私
の
将
来
の
夢
は
、
大
工
か
水
泳
選

手
で
す
。
理
由
は
、
大
工
は
、
お
父
さ

ん
が
や
っ
て
い
て
、
水
泳
選
手
は
、
幼

稚
園
の
時
か
ら
水
泳
を
習
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

猪股　琉晟
　
将
来
の
夢
は
、
ま
だ
決
め
て
い
な
く

て
、
今
そ
の
夢
を
探
し
て
い
ま
す
。
夢

が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
興
味
を
持

っ
た
も
の
に
自
分
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
で
す
。
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　きゅうしょくししょくかいで、 おとうさんと

ごはんをたべて、 うれしかったです。 はみが

きをれんしゅうして、 あかいところがぜんぶ

とれたので、 よかったとおもいました。

渡部　　陸

　ぼくたちは、 12月16日にあきのおもちゃま

つりをしました。 きんちょうしたけれど、 よ

うちえんの子がじょうずにあそんでいて、 た

のしそうで、 ぼくもたのしかったです。

阿部　仰晴

一
年
生 北斗幼稚園との交流学習

学年行事

　親子自てん車教しつで、はっしんのし方や、

止まっている車の通りこし方などをべんきょ

うしました。 これからも、 いっぱいできるこ

とをふやしていきたいです。

小松　澪礼

　米沢たんけんでは、 電車にのったりプラネ

タリウムを見たりしました。 はじめて自分で

電車のきっぷを買って、 プラネタリウムでき

れいな花火を見てたのしかったです。

阿部　叶音

二
年
生

米沢たんけん

学年行事

　親子スキー教室に行きました。 初めての

リフトだったのに、 スムーズに乗ることがで

きました。 すべったら、 風がとても気持ちよ

かったです。 お母さんは、とても上手でした。

猪股　美結

　川西町たんけんで、 川西消ぼうしょに行

きました。 消ぼう車に、 チェンソーがついて

いました。 ひどい事故の時、 車のドアを切

ることがわかり、 こわいなと思いました。

齊藤　徳一

三
年
生

川西町たんけん

学年行事
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　私が学年行事で楽しかったことは、 モルッ

クです。たくさん点を決めることができたし、

みんなといっしょにワイワイできて、 とても楽

しい思い出になりました。

黒澤　夕莉

　ぼくが社会科見学で一番勉強になったの

は、 山形市民防災センターです。 とくに、 け

むり体験では、 火事の時、 かべを使って出

口までしゃがんでにげる事が分かりました。

平田　來聖

四
年
生

社会科見学

学年行事

　学年行事では、 走り方のコツを練習した

後に親子でリレーの対決をしました。 ２回勝

負をして、 どちらも子どもが勝ちました。 う

れしかったです。

内谷　魁翔

　自然体験学習で心に残ったことはキャン

プファイヤ―です。 大きな火をみんなで囲ん

でダンスをしたり、 ゲームをしたりしたことが

楽しくて思い出になりました。

加藤　瑛太

五
年
生

自然体験学習

学年行事

　学年行事をしてみて最初はペンキをぬる

が難しそうと思っていたけど実際にやってみ

て楽しかったし思い出に残りました。 世界に

ひとつのすべり台ができました。

寒河江海李

　ぼくは修学旅行で少し時間におくれてしま

うことがあったけど、 それからは時間におく

れずテキパキ行動できたし、楽しかったです。

青木　湊音

六
年
生

修学旅行

学年行事
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大塚小ならでは！！大塚小ならでは！！

体験楽習！！体験楽習！！
10月
３日
（金） ここでしかここでしか

　　できない　　できない

木 工 作
紙ひこうき

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

リサイクル工作

プログラミング
ヴァイオリン

フラワーアレンジメント

かざりづくり
理科実験

モルック
茶道体験

おかし作り
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日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
来
年
度
の
創
立
百
三
十
周

年
事
業
に
関
連
し
ま
し
て
、
七
月
に
ス

ト
ー
ン
ア
ー
ト
活
動
、
九
月
に
は
六
学
年

行
事
と
連
動
さ
せ
て
の
め
が
ね
山
す
べ
り

台
塗
装
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

親
子
で
協
力
し
あ
い
素
晴
ら
し
い
作
品

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
活
動
を
通

じ
て
普
段
と
違
う
子
ど
も
達
に
触
れ
た
こ

と
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

来
た
る
大
塚
小
学
校
創
立
百
三
十
周
年

に
向
け
、
今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ユ
ズ
リ
ハ
は
、
春
に
新
し
い
葉
が
出
る

と
古
い
葉
が
場
所
を
譲
る
よ
う
に
落
ち
て

入
れ
替
わ
り
ま
す
。
ま
る
で
子
ど
も
の
成

長
を
見
届
け
る
親
の
よ
う
で
あ
り
、
私
達

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
次
代
に
引
き
継
ぐ
熱
い
想
い
を

示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

広
報
誌
の
名
前
と
し
た
植
物
を
地
域
の

方
々
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
と
、
百
周
年

事
業
と
し
て
植
樹
し
た
ユ
ズ
リ
ハ
で
し
た

が
、
九
月
に
傷
み
が
ひ
ど
く
な
っ
た
一
本

を
伐
採
し
ま
し
た
。

　

今
年
十
月
、
川
西
町
小
学
校
適
正
配
置

を
考
え
る
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
将
来
的

に
は
小
学
校
一
校
を
目
標
と
し
、
概
ね
十

年
以
内
に
小
学
校
は
一
校
か
二
校
の
配
置

と
な
る
よ
う
に
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。　

一
本
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ユ
ズ
リ
ハ

を
見
て
い
る
と
、
子
ど
も
達
を
取
り
巻
く

環
境
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
、
私
達
は

常
に
子
ど
も
達
を
一
番
に
考
え
る
大
人
で

あ
る
べ
き
と
一
層
強
く
想
う
の
で
す
。

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て
」

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

菊　
地　
健　
太

「
不
易
」校

長　

木　
村　
浩　
登

文
教
部
長　

松　
田　
拓　
也

　

今
年
も
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
発
行
し
、
子
ど
も
達
の
一

年
間
の
学
校
生
活
や
行
事
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
振
り

返
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
活
動
に
前
向
き
に
取

り
組
む
姿
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
文
教
部
の
活
動
に

際
し
、
先
生
方
な
ら
び
に
役
員
の
皆
様
か
ら
多
大
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
事
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

文　教　部

環
境
整
備
部
長　

金　
子　
勇　
一

　

一
年
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
子
ど
も
達
、

保
護
者
の
皆
様
と
共
に
、
協
力
し
て
活
動
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

六
学
年
行
事
が
延
期
に
な
り
、
早
朝
の
環
境
整
備
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
に
、
急
な
変
更
で
も
楽
し

そ
う
に
作
業
す
る
子
ど
も
達
が
、
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

無
事
に
一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

環境整備部

生
活
育
成
部
長　

髙　
橋　
洋　
介

　

５
月
と
10
月
の
資
源
回
収
で
は
、
地
区
内
多
く
の
ご

家
庭
か
ら
古
紙
や
瓶
な
ど
の
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
収
当
日
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
及
び
中
学
部
会
役
員
、
中
学
生
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
街
頭
指
導
に
お
い
て
は
、
青

パ
ト
の
皆
様
、
全
保
護
者
の
ご
協
力
に
よ
り
安
全
な
登

校
に
繋
が
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生活育成部
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編
集
委
員

部
　
　
長　

松　

田　

拓　

也

副
部
長　

青　

木　

剛　

洋

委
　
　
員　

遠　

藤　
　
　

渡

　
　
　
　
　

船　

越　

裕　

貴

　
　
　
　
　

島　

貫　

敬　

之

　
　
　
　
　

保　

科　

貴　

大

　
　
　
　
　

青　

木　

美　

樹

　
　
　
　
　

須　

貝　

京　

子

　
　
　
　
　

髙　

田　
　
　

拳

　
　
　
　
　

市　

川　

道　

子

担
当
幹
事　

山　

口　

真　

澄

　
　
　
　
　

松　

岡　

希
衣
子

　

日
頃
よ
り
「
ゆ
ず
り
葉
」
を
見

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

普
段
は
参
観
や
行
事
で
し
か
見

ら
れ
な
い
学
校
で
の
子
供
た
ち
の

様
子
も
、
文
教
部
で
の
編
集
委
員

の
活
動
を
通
し
て
、
普
段
見
る
事

の
で
き
な
い
子
供
た
ち
の
様
子
や

学
校
の
事
を
よ
り
深
く
知
る
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
の
事
や
子
供
た
ち

の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
け
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記


